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戦時下の〈女子〉「生産増強」映画
――黒澤明の『一番美しく』（一九四三年）をめぐって――

志　村　三代子

はじめに

黒澤明の『一番美しく』（東宝、一九四四年四月一三日公開）は、現在において

も注目されることが少ない作品である。この作品がそれほど顧みられない原因の一

端として考えられるのは、黒澤の全三一作品のうち戦前に公開された作品がわず

か三作であり、しかも戦後の三船敏郎を主人公とした作品群が黒澤の代表作とみな

されているからだろう。もっとも、『一番美しく』と同じく戦前に公開されたデビ

ュー作の『姿三四郎』は、黒澤映画の特長といわれている、男性主人公の人格形成

（ビルドゥングスロマン）をテーマとした作品の萌芽と捉えられている点で『一番

美しく』よりもはるかに関心を寄せられている。とはいえ、『一番美しく』は、黒

澤明がこの作品で主演を務めた女優の矢口陽子と出会いその後結婚に至ることとな

った、黒澤自身にとっても記念すべき映画作品であり、また、黒澤の自伝のなかで

も、「小品ではあるが、私の一番可愛いい作品」と述懐している１。このようなプ

ライベートな事情を差し引いたとしても、『一番美しく』のような女性を主人公と

した黒澤映画は、きわめて異色であり、また、この作品が、アジア・太平洋戦争下

に製作された国策映画であった点を考慮すると、『一番美しく』は、戦時期に監督

デビューを果たした黒澤の最初期のキャリアを考えるうえで看過できない作品であ

る。だが、従来の黒澤明研究では、主に戦後の三船敏郎が主演した作品群の分析に

焦点が当てられており、三船以前、すなわち戦前の作品はあまり注目されず、また、
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映画監督・黒澤明と戦時期の情報局を中心とした国家権力との関係を論じた研究も

ほとんどない。

戦前の映画界は、日本最初の文化立法といわれた一九三九年の映画法施行以降、

映画製作の自由を徐々に失っていくのだが、一九四〇年一二月、内務省に情報局

が創設されると、なし崩しに国家に管理され、アジア・太平洋戦争勃発以後は決定

的に国家に支配されていく。すなわち、当時の映画界では、事実上、映画製作は国

策映画に限定されており、映画行政を掌握する情報局が、脚本、演出を手がける

さいの障害として立ちはだかっていたのである。黒澤明は、そうした中で、高峰

秀子主演の『馬』（東宝、一九三九年）等で山本嘉次郎監督の助監督を務めたあと、

一九四三年に、東宝映画期待の新進監督として『姿三四郎』を初演出したのだ。

戦時下の映画界では、「敵愾心昂揚」や「防諜」、そして「生産増強」といった具

体的なテーマを掲げた国策映画の多くは興行成績が振るわなかった。なぜなら、映

画界は、国家から押し付けられた国策映画の製作に汲々とするあまり、映画が本来

持つ娯楽性と国策との融合に失敗したからである。小津安二郎や溝口健二といった

一九二〇年代にデビューした監督たちも例外ではなく、戦時下では彼らの才能が存

分に発揮されなかったとされている。しかし黒澤が、小津や溝口と違うのは、戦時

体制の最中で映画監督としてのキャリアを始動させたことであり、いわば国家権力

による統制が自明の理であったということだ。事実、『一番美しく』も「決戦下」

と呼ばれた戦局が逼迫していた時期において、情報局主導のもとに製作された「情

報局選定国民映画」であった。さらに、『一番美しく』を注意深く見てみると、情

報局の介入が、黒澤明の作家性をいささかも侵害することがないばかりか、このよ

うな力関係が新たな側面を発見させ、それが映画作品に逆照射することによって、

「女性を描くのが不得手」といわれた、これまでの黒澤評価の再考を促す作品であ

ったことに気づかされる。そこで、本稿では、国家権力との関係において見られる

黒澤映画の特長の片鱗を明らかにするために、『一番美しく』で描かれた女性の集

団表象に注目し、それが当時の統制によっていかなる変容を遂げ、結果的に優れた

国策映画になりえたのかを検証していきたい。
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一　『一番美しく』の製作背景

『一番美しく』は、女子挺身隊員たちが、平塚にある女子寮で共同生活を営みな

がら、東亜光学の工場でレンズの製造に励む姿を描いており、女子労働者たちによ

るレンズの増産という「生産増強」を主題とした「情報局選定国民映画」として公

開された。「国民映画」とは、一九四一年五月に情報局が起草した国策映画の指針

であり、「国民生活に根ざし、高邁なる国民的理想を顕現するとともに、深い芸術

味を有し、ひいては国策遂行上啓発宣伝に資するもの」と規定された。それをもと

に、情報局が、国民映画の脚本を募集し、映画界に国民映画の製作が委嘱されたの

である。「生産増強」は、アジア・太平洋戦争が勃発した一九四二年以降、アメリ

カとの圧倒的な国力の差を克服すべく掲げられた最も重要な国策であり、当時の映

画界では、東宝の『熱風』（山本薩夫監督、一九四三年一〇月七日公開）を皮切り

に「生産増強」映画が次々と製作された２。『一番美しく』は、このような「生産

増強」映画のなかでも、女子挺身隊を取り上げたはじめての劇映画であり、少女た

ちの労働がテーマとなっている点で注目すべき作品である。

若桑みどりによれば、戦時下の日本における女性の役割とは、出産、補助的劣等

労働力の奉仕、傷病兵の看護、チアリーダーとしての「戦争援護」のおよそ四種類

に区分されており、主に成人女性がその役割を担っていた３。しかし、戦局が次第

に悪化するなか、未成年者による労働力の補填によって国力増強が企図されたとき、

少年のみならず、少女までが軍需産業における動員の対象になってゆく４。

女子挺身隊は、一九四一年年一一月一一日に交付された「国民勤労報告協力令」

（一四歳以上四〇歳未満の男子と、一四歳以上二五歳未満の未婚の女子に年間三〇

日以内の勤労奉仕活動を義務づける）に端を発するが、一九四三年九月二二日には、

一四歳から二五歳の未婚女子の勤労動員である「女子勤労報国隊」が組織され、約

半年後の一九四四年三月一八日には「女子挺身隊制度強化方策要項」が閣議決定

された。『一番美しく』の封切りが一九四四年四月一三日であることを考慮すると、

この作品は、女子挺身隊が本格的に導入される時期に合わせて公開されていること
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は明らかである。

デビュー作『姿三四郎』の好評を得た黒澤は、一九四三年九月に、次回作として

これまで準備を進めていた『サンパギタの花５』の製作を断念し、『一番美しく』

の第一稿にあたる「門は胸を拡げている」の脚本の執筆に着手した。「生産増強」

を主題とした『一番美しく』で取り上げられた重点産業が、鉄鋼や航空機ではなく

爆撃機に装着されるレンズであることは、戦後いち早くマルチカム撮影を導入する

など生涯にわたってレンズに関心を持ち続けた映画監督・黒澤明の作家性のみなら

ず、「映画」というメディアにおける、演出の小道具としてのレンズの効果を考え

る上で興味深い選択であるといえるだろう。

しかし、この「門は胸を拡げている」という映画の題名が「猥褻」という理由に

より却下され、同年十月八日に、「日本の青春」に変更された６。「日本の青春」は、

地方から徴用されてきた女子工員たちが、彼女たちの唯一の慰安である鼓笛隊の練

習が引き起こす騒音をめぐって、都会の女学生たちと対立する、都会と地方の二項

対立を軸にした物語である。「都会女性の挺身隊のがれ」が問題となっていた当時

において、「日本の青春」の物語も、そのような都会女性に対する妙案として想定

されたに違いない。彼女たちを和解に導くのは、地方出身の女子挺身隊員たちの勤

労精神であり、最終的に都会の女学生たちは、地方出身の彼女たちの志の高さに共

鳴し、自ら希望して勤務先を丸の内から工場に変更するなど、女子挺身隊を礼賛す

る結末となっている。

「日本の青春」で注目すべきは、シナリオを執筆した黒澤が「生産増強」という

スローガンよりも女子の集団的な身体表象に関心を払っていることである。たとえ

ば、「工場の門は胸を拡げている」と書かれたラストシーンのト書きでは、女子工

員たちによる鼓笛隊の隊列について次のように書かれている。

女子工員たちの隊列は進む。町の人々は思わずうっとりと見とれている。美し
0 0

い
0

７。（傍点引用者）
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もっとも、黒澤が、鼓笛隊の隊列を「美しい」と称賛するのは、工場勤務を終え

た後、整列して帰路へと向かう女子挺身隊員たちの姿に、勤労精神の規範を見てい

るからだろう。さらに興味深いことに、このト書きの直後にも、彼女たちの隊列を

「本当に美しいものだと思う」と記しており、「美しい」という言葉が反復されてい

ることから、黒澤が、女子挺身隊員たちの隊列に象徴される〈女子〉の集団表象に

注目していることがうかがえる。

「日本の青春」のシナリオは、その後改訂を余儀なくされ、約二か月後に「一番

美しく」という題名に変更された。おそらく、「日本の青春」のシナリオ執筆時に

あたる一九四三年十月という状況下では、地方から派遣されてきた女子工員と女子

学生とのあいだでおこった鼓笛隊の騒音をめぐる対立と和解という物語は、「都会

女性の挺身隊のがれ」の問題に一定の効果があったにせよ、危急の「生産増強」と

いう明確な目的を持った国策映画としてはいささか不十分であったからだろう。

だが、「日本の青春」のシナリオに記載された、女子挺身隊員たちの隊列に象徴

される、少女たちの表象に対する黒澤の関心は、「日本の青春」の改訂版にあたる

『一番美しく』においても映像化されている。たとえば、工場勤務が終わり、国民

歌を唄いながら帰路へと向かう女子挺身隊員たちを捉えた場面では、彼女たちの歌

声に気づいた寮母（入江たか子）が、寮の門前に立ち笑顔で彼女たちを迎え入れる。

一方の女子挺身隊員たちは、歌いながらぐるりと寮母を取り囲む。このような女子

の集団を俯瞰気味に捉えた構図は、寮の屋根から誤って転落し脚に怪我をして入院

した山崎（尾崎幸子）を、寮母や他の挺身隊員たちが見舞う場面においても反復さ

れており、映画界に入る以前は画家志望であった黒澤による絵画的構図の卓抜さが、

『一番美しく』のような習作期の作品にもうかがえるのである。

二　セミ・ドキュメンタリーとしての『一番美しく』

既に論じたように、「日本の青春」は、シナリオの改訂によって二ヶ月間の撮影

延期を余儀なくされたが、そうした不測の事態が想定外の効果を生み出した。それ
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が、後に『一番美しく』が「セミ・ドキュメンタリー」と呼ばれる所以となる、映

画女優達による女子挺身隊入隊である。『一番美しく』の出演女優たちが、ロケー

ションで使用された日本光学戸塚工場（現在のニコン）に女子挺身隊として実際に

入隊することで、現実の女子挺身隊員と同様の集団労働に従事したのである８。『一

番美しく』のロケーションに当てられた当時の日本光学工業は、女子の徴用に積極

的な企業であり、新聞を中心としたメディアで女子挺身隊の動員を呼びかける役割

を果たしていた９。

映画女優が実際に女子挺身隊に入隊するという意表を突いた手法は、この作品の

宣伝にも採用されている。たとえば、鼓笛隊の訓練に励む女子挺身隊員たちのイラ

ストの横に「本当に
0 0 0

体験した東宝女優挺身隊員記」（傍点引用者）と書かれたポス

ターは、東宝女優による女子挺身隊入隊の事実が強調されており、同時期に公開さ

れ、同じく「生産増強」を主題とした『血の爪文字』（一九四四年公開、大映、千

葉泰樹監督）の新聞広告とはおよそ対照的である。『血の爪文字』における、硬い

表情で上方を見上げた女性のイラストと「青春の歓喜爆発　挺身女性の愛と幸福へ

の新道！」の文面からは「挺身女性」という文字を除けば、平時における凡庸な女

性映画の宣伝文句と何ら変わることはない。それに対して、『一番美しく』のポス

ターは、映画女優と女子労働者という二者の身体が対照的であればあるほど、観客

の好奇心を煽ったにちがいない。なぜなら、映画観客は、『一番美しく』に投影さ

れたスクリーンを凝視することで、映画女優でありながら、軍需工場の労働者へと

本当に
0 0 0

規律訓練化された身体を確認することが可能となるからである。

また、こうした宣伝は、日本光学戸塚工場で実際に働いた現場の出演女優たちに

よる中間報告として映画雑誌に採録された。「『一番美しく』（渡邊ツル達）改題」

の報告」というタイトルの中間報告は、本来ならば監督の黒澤明が書くはずだった

が出演女優たちに変更され、さらに興味深いことに、報告の文責は役名が芸名に先

行し、彼女たちの語りは、演技ではなくもっぱら自らが製造・検査するレンズに関

心が寄せられているのである。黒澤が「[ 脚本改訂によって ] 長期の準備期間を持

つ事ができたのは、今から考えると大変な幸せ」と述べているように、出演女優た
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ちを実際に女子挺身隊員として工場労働に従事させ、ともに寮で共同生活を営ませ

ることによって、黒澤すら「錯覚 10」を覚えるほど、女優たちの身体は変貌を遂げ

ていたのだ。

『一番美しく』における、出演女優たちによる女子挺身隊入隊という実体験を通

して得られたこうした成果は、批評家からも好評をもって迎えられた。たとえば、

映画評論家の杉山平一は次のように述べている。

『一番美しく』はその女子工員といふひとつの集団に呼吸をあはせ、共にうご

きとゞまり、何ら規範にとらはれずに、その表情に心をとめようとした実感が、

救つてゐるのだ。

如何にその気持に密着しようとしてゐるかは、その音楽の使ひ方を神経質なま

でに彼女達の感情のうごき、心理的なうつり行きに合わせてゐるころで出てい

る。

彼女たちが、超人的な仕事ぶりをして能率を上げてゐるなどといふ、歯の浮い

たやうな描写は殆どない。いやらしさにおちさうなところは抑へに抑へて、む

しろ、失敗、弱み、の連続であつて平凡な人たちの哀歓の成り行きをまじめに

見て行く 11。

杉山は、『一番美しく』の中で描かれた、非常増産期間中におこった様々な事件

に女子挺身隊員たちが苦闘する姿を「歯の浮いたやうな描写が殆どない」と評価し

ている。すなわち、女優による女子挺身隊入隊という実体験によって、これまでの

国策映画の欠点として指摘され続けてきた類型的な人物像とは対照的なリアルな労

働者の身体が立ち現れたのである。とりわけ、休憩時間に女子挺身隊員たちがバレ

ーボールに興じる場面では、彼女たちの若々しい肢体を際立たせており、ボールが

移動するにしたがって順々に少女たちの顔がクロースアップで捉えられ、束の間の
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休息に羽を伸ばす女子挺身隊たちの快活な表情に照準があてられる。サーブが苦手

で気弱な二見（人見和子）が、相手のコートに届くことを願って、ボールを抱えて

お辞儀をし、その仕草に他の隊員たちが囃すさまは、少女らしさが垣間見える秀逸

な演出であるだろう。

このように、『一番美しく』では、鼓笛隊やバレーボールといった当時の工場で

推奨されたリクリエーションが導入されることによって、それらに興じる少女たち

の快活な表情を捉えているのだが、さらに歌や鼓笛隊といった音声に注目した演出

を効果的に導入することによって、思春期の少女たちのみずみずしい情動を掬い上

げる。そうした効果が鮮明にあらわれるのは、女子挺身隊たちが隊列を組んで工場

から寮へと向かう帰路の踏切で、足の怪我から回復した山崎と対面する場面である。

彼女たちは元気になった山崎に対して歓喜の声をあげ、山崎も手を振りそれに応え

るが、遮断機と電車の轟音によって彼女たちの声はかき消されてしまう。本来なら

ば「いやらしさにおちさうな」場面において、少女たちの豊かな感情がすんでのと

ころで抑制されることによって、逆に深い余韻を残すこのような演出は、将来を嘱

望された監督・黒澤明の面目躍如たるところだろう。だが、『一番美しく』は「生

産増強」を目的とした国策映画であったにもかかわらず、黒澤の関心が、肝心の工

場労働の場面よりも、「生産増強」という目的には直接関係のない女子労働者の日

常生活に払われてしまったために、雑誌『日本映画』の評者から「鼓笛隊と排球と

女子寮の演芸会のほかには何もなかった 12」と指摘されてしまったのである。

三　黒澤明の国民映画論

雑誌『日本映画』の評者が疑問を呈したように、『一番美しく』では、本来重視

すべき軍需工場での生産場面よりも、健やかな少女たちの身体が注視され、ともす

れば「生産増強」という国策を逸脱しかねない可能性があった。だが、『一番美し

く』では、この作品に取り組む前後の黒澤自身がしたためた「国民映画」論が加

味されることによって、健康的な少女たちの身体を称揚するかのような描写からひ
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とりの女子挺身隊員を中心とした物語へと次第に変化していく。既に論じたように、

『一番美しく』は、情報局が陣頭指揮を執った国民映画運動とのかかわりのなかで

製作された。批評家を中心としたメディアは、こぞって国民映画にかんする具体的

な提言を述べており、黒澤明自身もその渦中にいたのである。黒澤は、「一番美し

く」という名の随筆の冒頭で、映画監督としての立場から国民映画の特性について

次のように述べている。

こんな考え方もあると思う。

現在、国民映画とアメリカ映画の競映をやったら、どっちに多く見物人が入る

だろうか。

例えば紅系に『姿三四郎』、白系にフランク・キャプラ作品、ゲーリー・クー

パー、マレーネ・ディートリツヒ作品と来たらどうだろう。

負けたら切腹ものである。

併し、キャプラと云う奴は全くうまい。

少なくとも僕よりうまいのは確実である。

その上、敵のシナリオがリスキンときたらどうだ……これも僕に勝目はない 13。

この発言が興味深いのは、黒澤がハリウッド映画を引き合いに出すことで、国民

映画を相対化しようとしている点である。黒澤がいうように、当時のハリウッド映

画は、一九三九年に輸入が制限されるまでは日本の映画市場を席巻していた。フラ

ンク・キャプラやジョン・フォードの作品を愛好していた黒澤にとって、対米戦争

の勃発とは、ハリウッド映画との決別を意味していた。黒澤は、敢えて自作の『姿

三四郎』とフランク・キャプラの監督作品、あるいはゲーリー・クーパーやマレー

ネ・ディートリツヒ主演作品とを比較することで、日本の「国民映画」のハリウッ

ド映画に対する劣勢を率直に認めている。黒澤は、敵国製の映画が優勢であること

を披歴したうえで、映画を観るさいの国民性の比較を試み、次のように発言する。
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アメリカ人はハツピイ・エンドが好きで、日本人は悲劇的な結果が好きだと云

う事実にしても、そのかげにアメリカ人が単に面白さだけに満足しているのに、

日本人はそれ以上にある美を求めているのだと云う様な理由が何かある様に思

われるのである 14。

このように、黒澤は、アメリカ人はハッピーエンド、日本人は「悲劇的な結果」

といった、いわば対照的な映画の結末を好む理由として、アメリカ人がたんに「面

白さ」を追求し、一方の日本人は「それ以上にある美」を求めていると主張する。

そして、黒澤は、「それ以上にある美」の根拠として師匠の山本嘉次郎が演出した、

戦時下最大のヒット作である『ハワイ・マレー沖海戦』（東宝、一九四二年一二月

三日公開）の試写の出来事を引用し次のように述べている。

『ハワイ・マレー沖海戦』の試写の時、尊き犠牲……飯塚機が自爆するところ

でスクリーンを拝んでいるお婆さんを見た。

入道雲を背景にスモークをひっぱって飛んでいる艦上戦闘機に向って手を合せ

ているその老婆の顔は何か物凄く美しい
0 0 0

ものに酔っている様な表情を浮べてい

た。

僕はジーンと目頭が熱くなって来る中で、これだと思った。

これがつかめれば、アメリカ映画糞喰えと思ったのである 15。（傍点引用者）

黒澤が追求した日本の「それ以上にある美」とは、『ハワイ・マレー沖海戦』の

なかの戦闘機が自爆してゆくさまであり、黒澤もまた「スクリーンを拝んでいるお

婆さん」と同じく、その姿に陶酔しながら「死」という究極の自己犠牲を遂げつつ

ある航空兵の決死の覚悟に思いを馳せていたのである。とはいえ、黒澤が例として

あげた『ハワイ・マレー沖海戦』は、劇映画である以上、飯塚機の自爆は虚構であ

る可能性もあるのだが、しかし、映画は、このような自己犠牲的精神を、あたかも

現実に起こったかのように描いてしまう。黒澤は、そうした映画の本質を充分承知
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の上で、ある劇映画の演出場面が一人の老婆にスクリーンを拝ませたごとく「先ず

その琴線を探りあてるのが第一」と断じたのち、次のように締めくくる。

その為には、とにかく一日でも早く、国民映画と云うものを映画の中で一番美
0 0 0

しく
0 0

育て上げなくてはならぬ。

悪い作品はその結果、自然に淘汰されてゆくべきものであろう。

僕はただ、国民映画を一番美しく
0 0 0 0 0

、一番美しく
0 0 0 0 0

と考えて行くつもりである 16。

（傍点引用者）

この随筆のなかで、黒澤は、『ハワイ・マレー沖海戦』のなかの戦闘機の自爆に

究極の自己犠牲的精神を見出し、それをハリウッド映画の「面白さ」を越えた日本

映画の「それ以上にある美」と位置づけることで、国民映画論を展開した。そこ

から導き出された黒澤の国民映画論の真髄は、自己犠牲を厭わない精神を至高の美

と捉えることであり、それを積極的に映画の中で描くことで、ハリウッド映画の娯

楽性に打ち克とうとしたのである。したがって、黒澤にとっての国民映画の要諦が、

ハリウッド映画の超克に焦点を定めた「それ以上の美」であるならば、「一番美し

く」こそ黒澤が演出する「情報局国民映画」に最も相応しい題名であったことは想

像にかたくない。

四　「滅私奉公」と「家族」

黒澤明は、『ハワイ・マレー沖海戦』の試写での出来事を端緒として、航空兵に

よる死を代償とした自己犠牲的精神を、「それ以上にある美」の具体的な素材と捉

えることで、国民映画の本質を見出したのだ。もっとも、『一番美しく』では、女

子挺身隊の軍需工場における勤労奉仕が戦場に喩えられているにせよ、他国と違い

女性兵士が存在しなかった当時の日本において、『一番美しく』の中で、『ハワイ・

マレー沖海戦』に相当する自己犠牲を描くのは困難であっただろう。それでは、黒
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澤は、いかにして男性兵士の自己犠牲に比肩する〈女子〉の自己犠牲をこの作品の

中で描いたのだろうか。黒澤は、『一番美しく』の公開前後の国民映画にかんする

別の随筆のなかで、次のように述べている。

日本人の本質とは？

滅私奉公……死線を越えた彼方に生きんとする日本人……その美しい
0 0 0

日本人を

描くこと以外に国民映画はあり得ない筈だ 17。（傍点引用者）

ここで黒澤が言及する「滅私奉公」は、「死線を越えた彼方に生きんとする日本

人」と言い換えられていることから、『ハワイ・マレー沖海戦』で描かれた、自爆

する戦闘機に象徴される究極の自己犠牲になぞらえているのだろう。加えて、黒澤

が性別を問わない「日本人の本質」を「滅私奉公」と考えているのなら、女性によ

る「滅私奉公」も奨励されてしかるべきである。そこで、黒澤は、『一番美しく』

の中で、非常増産期間にレンズ工場で「生産増強」に邁進する女性たちが滅私奉公

する姿を描いたのである。彼女たちの「滅私奉公」すなわち「生産増強」の達成の

指標となるのが、女子挺身隊員たちの生産状況の増減を示す増産グラフである。こ

のグラフは女子挺身隊員たちに降りかかる様々な試練や喜びに伴って、メモリの増

減が映画観客に提示され、彼女たちの仕事ぶりが一見して理解できる仕組みとなっ

ている。しかしそれだけでは、男性兵士の死を賭けた自己犠牲に適うわけではない。

そこで、黒澤は、究極の自己犠牲のオルタナティブを生み出すために、二十余名の

女子挺身隊員たちの中から、のちに黒澤夫人となる矢口陽子が演じた渡邊ツルとい

う青年隊長に焦点をあてる。『一番美しく』の実質的な主人公となった渡邊ツルは、

他の隊員たちがレンズの荒砥、脂場、研磨といった作業に従事しているのに対し、

彼女は、「目盛修正室」と名付けられた部屋で、ただひとりレンズの目盛を修正す

る役割を担っている。興味深いことに、この目盛修正室では、渡邊だけが女性であ

り、彼女以外の作業者はすべて男性であることから 18、渡邊は、女子挺身隊員たち

のなかでも特権的な地位を占めていることがうかがえる。実際、渡邊は、弱音を吐
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く隊員たちを叱咤激励し、鼓笛隊では旗を振って指揮を執り隊列の先頭に立つ。渡

邊が一目置かれたリーダーであるのは、彼女が怒ったときに右肩が上がる癖がある

ことが他の隊員たちに知られており、工場から寮への道すがら、渡邊の後ろを歩く

隊員たちが、渡邉の肩の上り具合で彼女の機嫌をうかがうユーモラスな場面からも

明らかである。

しかし、女子挺身隊員たちの模範とされた渡邊も、故郷の母親が重篤である内容

の手紙を受け取り、激しく心が揺さぶられる。その後、渡邊は寮母の部屋に行き、

時刻表を取り出そうとするが、そこに体温を測り終えた鈴村（鈴木あさ子）がやっ

て来る。渡邊は、動揺する鈴村を見とがめ体温の図り直しをさせるが、鈴村が熱が

あるのを隠して嘘の体温を申告しようとしていたのを見破ってしまう。鈴村は、泣

きながら渡邊に対し、「［病気や事故による］欠員を埋めるためにも自分が休むわけ

にはいかない、熱があることを皆に知らせないでほしい」と嘆願する。すすり泣く

鈴村と、それを黙って聴く渡邊の緊迫した場面で、他の女子挺身隊員たちのコーラ

スが背後に流れる。渡邊は、帰ってきた寮母に鈴村の体温が平熱であることを告げ、

時刻表を元の場所に戻してしまう。遮断機と電車の轟音によって思春期の少女たち

の感情のほとばしりを抑制した黒澤は、この場面においても、女子挺身隊員たちの

コーラスがふたりの少女から湧き上がる情動をすんでのところで遮る。鈴村の嘆願

だけでは首を縦に振らなかった渡邊も、彼女たちのコーラスを耳にすることによっ

て、鈴村のひたむきさもさることながら、彼女が戦列から外れることが、鈴村個人

の問題ではなく、女子挺身隊員たちすべての問題であることに気づかされることに

なるのである。渡辺は、このコーラスを機に、隊を率いるリーダーとして、危篤の

母親を看護することよりも非常増産期間で一つでも多くのレンズを検査することを

選択するのだ。

このように、『一番美しく』では、女性による「滅私奉公」の核心に、「家族」の

問題を導入したのである。周知のとおり、家族は、当時の軍国主義国家の基盤とな

った最少の集合体であり、その中で主に女性は、兵士を産み育てる「母」の役割を

担っていた。しかし、女子挺身隊員のような「少女」の場合、国家に殉じる兵士に
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もなれず、ましてや母となるにはあまりにも幼い。そこで『一番美しく』では、渡

邉の家族問題の伏線として、女子寮の各部屋に彼女たちの両親の写真が飾られ、就

寝前に写真に向かって挨拶をする場面を取り入れることで、地方から上京してきた

女子挺身員たちの家族との絆を強調している。渡邉に課された試練とは、未成年で

ある少女にとって最も親しい帰属先である家族との死別であり、彼女はそれを乗り

越えることによって、「生産増強」に邁進し増産目標を達成させる主人公として据

えられることになるのである。

五　『写真週報』と『一番美しく』

『一番美しく』のターニング・ポイントは、渡邊ツルが母親の看護を断念し、家

族の構成員から隔絶されることによって、彼女の存在が焦点化されてゆく件であっ

た。さらに、現実の戦局がそれと呼応するかのように、「マキン」「タラワ」「クェ

ゼリン」「ルオット」と大文字で書かれた字幕の後に、工場の掲示板に貼られた玉

砕のニュースを不安げにみる女子挺身隊員たちの姿が続く。実際に日本軍が玉砕し

たマーシャル諸島の島名をあげたこうした字幕と、ニュースを見つめる彼女たちの

姿は、観る者に現実感を与えるだけでなく、渡邊をますます帰省できない状況へと

追い込んでゆく。ここで留意しなければならないのは、玉砕の事実を字幕に加えた

このような演出は、事前のシナリオにはなく、実際の撮影の際に追加された場面で

あるということだ。とはいえ、国家による厳しい検閲が敷かれた戦時下では、シナ

リオと実際の映像に差異があることはとりたてて珍しいことではない。しかし実は、

『一番美しく』は、「生産増強」という国策に対して、黒澤の国民映画論で唱えら

れた「滅私奉公」というスローガンの提唱のみで、「情報局選定国民映画」として

公開されたわけではなかった。というのも、『一番美しく』の内容が、情報局が発

行していたグラフ雑誌『写真週報』に掲載された記事と酷似しており、『一番美し

く』は、実際の検閲以上に情報局の管理下で製作された作品であることが考えられ

るからである。
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『写真週報』は、一九四〇年頃から女子労働を奨励する記事を掲載しており、明

確にそれを主張する時期は、『一番美しく』が封切られた時期にあたる一九四四年

三月号の「女ながらも戦っている」と記された表紙のキャプションからである。こ

のキャプションには、『一番美しく』と同じく非常措置に置かれた状況を「女なが

らも戦つてゐるという自覚。何といふ誇らかな自覚でせう。妾たちはこの自覚以外

に何の不安もありません。今後の非常措置で今まで踏み切れなかつたお友達もたく

さん見えるでせうが、どうか安心して御仲間入りして下さいと、こころから申し上

げます」（陸軍造兵廠の挺身隊員から）と説明している。しかも表紙に登場する女

子挺身隊員は一人であるにもかかわらず、「妾たち」と集団性を示唆する言葉を使

うことで、女子挺身隊員を動員する上で懸案となっていた「挺身隊のがれの都会女

性」に呼びかけているのである。

次に『写真週報』一九四四年四月二六日号の表紙を見てみよう。五人の女子挺身

隊員たちが整列して労働に励む姿が掲載されているのだが、そのキャプションには

「日本の強さを君等はここで学ぶのだ　日本の美しさ
0 0 0

を貴女方はここで学ぶのだ　

学生諸君　工場を教室として教室を工場として君等の勤労が日本を勝利へ導く（傍

点引用者）」と書かれている。このような女子挺身隊たちを鼓舞する文面には、「日

本の強さ」とともに「日本の美しさ」が前景化されており、とりわけ「美しさ」が

〈女子〉に向けられた賛辞として、「君等の勤労」の正当性を担保しているのである。

このように見てくると、最初に執筆されたシナリオ「門は胸を広げている」から幾

度の変更を経て、最終的に「一番美しく」という映画題名に落ち着いたのは、黒澤

の国民映画論で幾度も言及された「美しさ」に加え、女子挺身隊員たちの勤労を

「日本の美しさ」となぞらえた『写真週報』の影響がうかがえる。

さらに、『写真週報』と『一番美しく』との類似が興味深いのは、家族から切り

離された渡邉ツルが「滅私奉公」を成就するにいたるまでの失敗とその克服をめぐ

るプロットとの関係において、その連携がより強調される点である。長期にわたる

非常増産期間で女子挺身隊員たちが心身ともに疲労困憊し、些細な事から同室で検

査を行う岡部（河野糸子）と服部（羽鳥敏子）が諍いをおこす。見かねた須田（須
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藤美冷子）は、渡邉が勤務する目盛修正室へと赴き仲裁を頼むが、一方の渡邉自身

も、須田の突然の訪問によって仕事が中断し未検査のレンズを検査済みのレンズに

うっかり仕分してしまう。責任感の強い渡邊は、工場の幹部たちからも、このミス

を許され帰宅するよう促されるのだが、渡邊は聞く耳を持たず、徹夜で二千枚のレ

ンズを点検する決意をする。

渡邉は、誰もいない目盛修正室で、ひとり「元寇」の歌を歌いながら次々とレン

ズを点検していくが、途中で力尽きて転寝をしてしまう。ここで注目すべきは、転

寝をする渡邊の視線の先に、敵機が撃墜されていくさまが見えることであり、レン

ズという演出上の小道具が重層的な表象を帯びていることである。画面いっぱいに

遠景で捉えられた敵機が爆撃を受け、墜落していく様子は、明らかに渡邉の夢であ

るのだが、この場面によって、男性ばかりの職場である「目盛修正室」に、唯一渡

邉が配属されている理由が明らかとなる。渡邉は、たとえ夢の中であるにせよ、顕

微鏡のレンズ越しに、自らが検査したレンズが装着された爆撃機が敵機を撃墜す

るさまを目撃する（画像参照）ことで、

爆撃機に搭乗する航空兵と想像的に一

体化されることになるのである 19。さ

らに興味深いのは、この場面を想定し

た記事が、『一番美しく』の公開直前

にあたる一九四三年二月二三日号（第

三一〇号）の『写真週報』に掲載され

ていることである。「焦点を合せて検

査する女子工員の心眼に映ずるのは、マーシャルの死闘だ。いざ造らん大量の兵器

を」と書かれたキャプションのなかの女子工員は、まさしく『一番美しく』で渡邊

ツルが「敵機撃墜」を成し遂げる姿を彷彿とさせる。

『一番美しく』では、渡邊ツルが想像的に敵機を捕捉することによって、検査し

忘れたレンズが見つかり、彼女の努力は遂に成就する。この後、増産成績を示すグ

ラフの伸びが最高を示すことになるのだが、こうした描写も、「ツルの強い責任感
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は、女子工員一同を奮起させた。成績はぐんぐん上がる。増産期間の締切も近づい

た」と述べた一九四四年四月二六日号（第三一八号）の『写真週報』の中の『一番

美しく』の映画紹介記事で先取りされてしまっている。たしかに、渡邊の夜を徹し

た労働とその完遂によって再び他の挺身隊員たちの士気が向上し、増産グラフは飛

躍的な伸びを示したものの、実際の『一番美しく』では、渡邊の強い責任感が直接

の原因であると明確には説明されていない。にもかかわらず、『写真週報』はあた

かもそれが必至であるかのように結論づけていることから、『一番美しく』は、情

報局の意向に沿われた筋書きであったことがうかがえるのである。

まとめ

これまで見てきたように、戦時下にデビューを果たした黒澤にとって、映画製作

をめぐる国家権力との折衝は、自らの映画作品をつくりあげていく上でいわば必然

的なプロセスの一つであった。もちろん『一番美しく』も例外ではなく、第一稿の

「工場は胸を広げている」から「日本の青春」、そして「一番美しく」の完成に至

るまで情報局から様々な干渉を受けている。だが、こうした権力の関与は必ずしも

『一番美しく』の作品価値を貶める結果とはなってはいない。なぜなら、後に『一

番美しく』が「セミ・ドキュメンタリー」と呼ばれ、類い稀な〈女子〉の集団表象

が生み出されたのは、映画監督・黒澤明の才能もさることながら、「日本の青春」

のシナリオ改訂によるおよそ二ヶ月間の撮影延期による予想外の収穫でもあったか

らである。

戦後、黒澤は、『羅生門』（一九五〇年公開）で国際的な名声を得た後、三船敏

郎を主役とした作品群によって男性的な監督という評価が定着したため、『一番美

しく』のような女性が主人公の作品はほとんど顧みられることがなかった。しかし、

黒澤映画の特長の一つである、ビルドゥングスロマンという主題は、戦前の『一番

美しく』においても女子挺身隊員たちを率いた渡邊ツルというヒロインにあてがわ

れている。渡邉は、家族との死別、徹夜の作業を経て、遂に敵機を撃ち落とす映像
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を目撃することによって、人間的成長の成就が約束される。それをきっかけに他の

女子挺身隊員たちの結束が深まり、結果的に「生産増強」が達成されることになる

のである。凛としたヒロインが誕生するこの作品は、戦後の GHQ の占領下で製作

された『わが青春に悔いなし』（東宝、一九四六年公開）で、原節子が演じた、農

家の妻となる気丈な主人公の原型であるともいえる。『一番美しく』と、『わが青春

に悔いなし』の両作品は、それぞれ戦時中の軍国主義と占領期のアメリカ主導の民

主主義という、相反するイデオロギーを持つものの、権力との幾多の折衝を経て生

成された映画作品であったという観点から考えると、本質的には同じである。とり

わけ黒澤映画の特性のひとつとされる、ビルドゥングスロマンが大衆啓蒙という目

的によって当時の権力に利用されるとき、黒澤映画は権力が支持するイデオロギー

に容易に接近する。このように考えると、黒澤明は、権力が要請するイデオロギー

と圧力の狭間で押しつぶされることなく、逆に精彩を放った特異な映画監督の一人

なのである。

『一番美しく』は、一九四四年の決戦下において、監督の黒澤明を中心とした製

作サイドと、国家権力の影響下において周到に準備・製作された国策映画であった。

しかもこの作品は、陳腐な国策映画などではなく、当時の最も重要な国策である

「生産増強」と〈女子〉版ビルドゥングスロマンという黒澤映画の特長が見事に融

合した「情報局国民映画」でもあったのである。権力に対する映画監督の「抵抗」

や「逃避」といった、戦中から占領期にいたるまでの日本の映画界をめぐってこれ

まで語られてきた紋切型の言説以外にも、いかに才能ある映画作家が、限定された

主題のなかで様々な可能性を追求していったのかを考えるとき、黒澤明の『一番美

しく』はひとつの優れた例になりうるのである。

注
１　 黒澤明『蝦蟇の油』岩波書店、二〇〇一年、二五九頁。
２　「生産増強」映画は、一九四五年の敗戦までに九作品が公開された。
３　 若桑みどり『戦争がつくる女性像』筑摩書房、一九九五年。
４　 とはいえ、明治期以来の「富国強兵」政策に則れば、将来の兵士を産み育てる「母」の予備軍としての少

女の動員は、慎重論が根強かった。たとえば、東條英機は、一九四四年第八四帝国議会で次のように発言し
ている。「家庭の婦人は子供や夫を活動させるために朝三時半、四時半から起きて活動してゐる。これは日
本の家族制度のもつとも美しい所であり、婦人が国家の生産増強の上に大なる貢献をなしてゐる事は見逃し
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てはならない。故に斯ういふものを無理解に国家統制力をもつて勤労部面に駆り立てる事は家族制度の破壊
であり日本には許すべからざる点であり…」。

５　 東南アジアにおける日本帝国のラジオ放送網構築を描いた戦意高揚映画である。
６　「工場の門は胸を拡げている」のシナリオは私見の限り確認できないが、その改稿版である「日本の青春」

は、雑誌『映画之友』の一九四三年一一月号に掲載された。
７　 浜野保樹『大系　黒澤明　第一巻』講談社、二〇〇九年、一七一頁。
８　 もっとも、黒澤が「門は胸を拡げている」に着手すると同時に、新人女優群は二か月間の訓練を開始して

いた。しかし、「挺身隊の工場生活と寮生活の中から改訂脚本「渡邊ツル達」（映画題名〈一番美しく〉が生
れ育ったのである）」と黒澤が述べているように、撮影延期の二ヶ月間で、出演女優たちの工場労働に対す
る適応能力が向上したことが考えられる。

９　 たとえば、日本光学の人事課長は、「読売新聞」のなかで次のように述べている。「女が生産増強の機械そ
のものになり切つて働かねば勝利はない、結論はそれだ、工場は一人でも多く女に来てくれといふ、女は設
備がどうだから不安だといふ、こんなさぐり合ひをやつてゐる呑気な国は日本だけだ、女性の「情操」とい
へば平和的回顧的な「情操」と考へる人が多い、いま女性の「情操」といへば国家の興亡に心身を捧げる情
熱以外にない。地方の女性は郷土の土の香り、草木の色のすみゞまで知つてゐるからかぞくへの愛情が非常
に強くこれが愛国心の基盤になつてゐる、だから理屈はわからないでもお国のためとあらばどんなことでも
敢然やる、郷土には必ず社会制裁的裏づけがあつてひとつやらうとなるとすぐまとまるのだが、この郷土性
のないところが都会女性の弱みだ、いつも足が宙に浮いている。植民地気質があつて何処へ行つてもそこが
故郷と感じられない、愛国心の昂揚や行動の集団性に欠けてくる、そこから挺身隊のがれの不心得者が生れ
てくるのだ（中略）いま戦力増強を阻む道徳だったらそれは不道徳ではないか、既に父兄を説く生ぬるさを
放棄して純真な乙女心に直接訴えて皇国必勝の基礎をかためる秋なのだ、男はすべて前線へ出て行く、あと
の国家防衛や建設は女の手でやらなければならない、そのことをもつと深刻に考へればいまの女子動員はイ
ロハのイの字にも踏みこんでゐない女にその能力がわが国にないと断じ得る」（日本光学工業人事課長談話

「読売新聞」1944 年 3 月 17 日号）。
10　黒澤は、この「錯覚」について次のように述べている。僕は「渡邊ツル達」をつくるために「矢口陽子

達」を工場へ連れて行ったのではない。「渡邊ツル達」を撮影する為めに○○光学工場へ行ったら、そこに
「矢口陽子達」が居たのである」『新映画』一九四四年四月号、三三頁。

11　『映画旬報』一九四四年四月一日号、七三頁。
12　『日本映画』一九四四年四月十五日号、一五頁。
13　浜野保樹、一五四頁。
14　同上。
15　同上。
16　同上。
17　『新映画』一九四四年二月号、五六頁。
18　映像を確認する限り、目盛修正室に渡邊以外の女性はいない。
19　このようなレンズと爆撃機の相関関係は、休憩時間に女子挺身隊員たちが、飛行する爆撃機を見上げなが

ら一体感を強めていく場面にも見られる。


